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序

 本報告書は、山形県教育委員会が昭和63年度に実施した、遊佐町「浮橋遺跡」

 及び「下長橋遺跡」の緊急発掘調査報告書であります。調査の結果、浮橋遺跡で

 は地震の影響を受けたと考えられる掘立柱建物跡や土壙等、下長橋遺跡では溝跡

 等、古代の集落跡に関係する資料が得られました。

 近年の開発事業の進展に伴い、地下に埋もれた埋蔵文化財とのかかわりも増加

 する傾向にあります。県経済と県民福祉の向上を目的とする諸開発事業と、県民

 ひいては国民の文化遺産である埋蔵文化財とについては、状況に応じた適切な対

 処が望まれているところです。

 山形県教育委員会では、「心広くたくましい県民の育成」と地域文化の環境づく

 づという立場から、これらの間の調整を図り今後も埋蔵文化財の保護と活用のた

 め努力を続けていく所存です。

 終わりに、本調査に御協力を賜りました関係各位、並びに地元の方々に感謝申

 し上げるとともに、本書が埋蔵文化財及びその保護に対するおおかたの理解の一

 助となれば幸いです。

 平成元年3月

山形県教育委員会

教育長木場清耕



例言

 1本報告書は、山形県教育委員会が山形県農林水産部の委託を受け、昭和63年度に実施した「昭和63年度
 県営ほ場整備事業・月光川左岸地区」にかかる「浮橋遺跡・下長橋遺跡」の緊急発掘調査報告書である。

 2遺跡の所在地

浮橋遺跡山形県飽海郡遊佐町大字小原田字浮橋

下長橋遺跡山形県飽海郡遊佐町大字小原田字村西他

 3調査期間

 浮橋遺跡自昭和63年5月23日～至昭和63年8月5日(延53日間)

 下長橋遺跡自昭和63年7月18日～至昭和63年7月29日(延9日間)

 4調査体制

調査主体山形県教育委員会

調査担当山形県埋蔵文化財緊急調査団

 調査担当者主任調査員佐々木洋治(山形県教育庁文化課埋蔵文化財主査)

 同佐藤庄一(同係長)

 同野尻侃(同主任技師)

 現場主任名和達朗(同技師)

月山隆弘

 事務局事務局長後藤茂彌(山形県教育庁文化課課長)
 事務局長補佐土門紹穂(同課長補佐)

 事務局員佐藤大治(同文化財主査)

 長谷部恵子(同主事)

 長谷川浩(同主事)

高橋春雄

 5調査については、遊佐町教育委員会・遊佐町中央公民館・月光川土地改良事務所・月光川土地改良区

 の関係機関、並びに地元遊佐町民の方々の御協力を得た。ここに記して感謝申し上げる。

 6挿図縮尺は、遺構については、1/30、1/40、1/60、1/250、1-/300、遺物については1/3、

 1/6、を基本としそれぞれにスケールを示した。図版の遺物に1/3、1/6、1/10で表した・

 文中、表中及び挿図中の記号は、G一グリッド、SD一落跡、SE一井戸跡、SK一土壙、SX一性
 格不明遺構、EB・EP一柱穴・ピット、RP一土器、RW一木製品・木片、F一遺構覆土、S一石を

 示す。

 挿図中の方位は、磁北に合わせた。また、挿図断面図のレベルは、図中に明示する以外は標高13。20m

 を示す。

 7本報告書の作成については、名和達朗・月山隆弘が担当し、挿図・表・図版の作成については、遠藤

 京子・高崎くに子・西村純子・三沢友子・山内知恵子・吉田直子がこれを補助した。

 8本書の編集は、阿部明彦・名和達朗・月山隆弘が担当し、全体は、佐々木洋治が総括した。

 9本書の作成については、火山灰及び地震について阿子島功氏(山形大学教育学部助教授)、墨書

 土器について平川南氏(国立歴史民俗博物館助教授)、陶器について矢部良明氏(東京国立博物館

 陶磁室長)並びに、斎藤孝正氏(名古屋大学文学部助手)の御教授を得た。
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 Ⅰ調査の経緯

 1調査に至るまでの経過

 山形県の日本海側、庄内平野北部に位置する遊佐町には、県指定史跡「吹浦石器時代遺

 跡」をはじめ数多くの埋蔵文化財包蔵地(遺跡)が確認され、これまで調査が進められて

 きたところである。

 ここに昭和62年度から県営ほ場整備事業・月光川左岸地区が計画され、山形県教育委員

 会では、遺跡と開発事業との調整を行うため、昭和62年9月11日、山形県農林水産部農地

 建設課と上記計画についてヒアリングを行った。次に、浮橋遺跡について同年10月14・15
 日、及び下長橋遺跡について同28・29日に現地の分布調査(試掘調査)に入り、事業計画
 区域と遺跡とのかかわりについて確認を行った。その結果、計画区域が遺跡範囲内にかか
 ることが明らかになった。

 この調査内容を基に、月光川土地改良事務所・月光川土地改良区・遊佐町教育委員会の

 関係機関と協議を行った結果、県教育委員会が主体となり、昭和63年度2遺跡についての
 緊急発掘調査を実施することにより、遺跡の記録保存を図ることとなった。
 調査対象区域は、浮橋遺跡が面工事区域(60×60m、3,600㎡)、下長橋遺跡がほ場整備

 事業排水路工事区域(幅3mx長さ70mx2本、420㎡)である。

 2調査の方法と経過

 浮橋遺跡の調査区は、昭和62年度の分布調査結果に基づき遺構・遺物の集中区域を選定し
 た。初めに調査区全体を包み込むように現況水田畦畔から任意に、5mx5mを一単位と
 するグリッドの設定を行った。X軸は西から東へ(10～21G)、Y軸は北から南へ(10～21G)
 と座標番号で表わした(第2図)。Y軸と磁北の方向は、N-90°30'一Eを測る。次に遺構
 検出面までの深さを確認するために、5m×2mを基本として手掘りによるトレンチ14箇唖
 所を設けた。これを基に重機械で調査区全体の表土を除去した。調査区はX・Y軸の16Gを
 延長した線で4区画し、北西側A区・北東側B区・南西側C区・南東側D区と呼称した。

 下長橋遺跡の調査区は、かんがい排水路工事区域と限られた範囲である。事業区内に南
 北3m・東西70mのトレンチを2箇所設け、重機械で表土を除去した。トレンチの中軸線
 は、かんがい排水路線のセンター杭に合わせた。両遺跡ともに重機械で表土の除去後、手
 掘りによる掘り下げを繰り返しながら面精査を行った。検出された遺構は平面プラン確認
 後、覆土を半截して掘り下げ、土層断面図・写真等の記録作業を随時実施した。

 浮橋遺跡の現地説明会は8月2日に、関係各位機関及び一般町民を対象として実施した。
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 II浮橋遺跡

 1遺跡の概観

 (1)遺跡の立地と環境

 浮橋遺跡は、JR東日本羽越本線遊佐駅の南東約800mに位置し、遊佐町大字小原田字浮

 橋に所在する。月光川は、鳥海山より当町中心街北側を蛇行し、東より西へ流れ日本海へ

 と注ぎ、遺跡範囲は月光川左岸に広がる河間底地を形成する。調査区は北東側から南西側

 にかけて45～52m幅で斜めに微高地が立地し、標高約11mを測る。遺跡の範囲は東西約450

 m・南北約200mに及ぶ。

 遊佐町には浮橋遺跡を含め現在までに168箇所(山形県遺跡地図)の遺跡が確認されてい

 る。旧石器時代から中世・江戸時代に及び長い時間にわたる。特に県内最北端の吹浦遺跡

 (縄文・平安時代)は、縄文時代の住居跡や数多くのフラスコ状土壙・遺物等が検出してお

 り、昭和28年には県指定史跡になっている。

 周辺の遺跡では、下長橋地区に前田・地正面・佐渡・塚田・下長橋、他に水尻・大楯・

 小深田等平安時代(集落跡)～鎌倉時代(城館跡)の遺跡が密集して存在している。

 (2)遺跡の層序

 調査区は概ね、北東側から南西側の方向が微高地となっており、南東・北西側は低地に

 なっている。遺構等の分布から微高地に生活の跡が認められる。遺跡範囲は現在のように

 平坦な地ではなく、起伏があったものと推定される。

 層序は基本的にⅠ～Ⅲ層に分けられる。Ⅰ層:耕作土(10～15㎝)、II層:黒褐色シルト

 (10～15㎝)、Ⅲ層:にぶい黄褐色細砂質土・褐灰色砂質土(地山)である。遺物の包含層

 はII層・Ⅲ層上面、遺構の確認はⅢ層上面である。井戸枠・柱痕等の遺存状況が良好なこ

 とから、遺跡範囲一帯は地下水が高いことが伺える。

 (3)遺構と遺物の分布

 検出した遺構は、調査区の南東と北西側隅を除く全域に分布している。建物跡は西側中

 央(SB1・3)、北東側(SB2)、東側中央(SB4)に4棟{井戸跡は南西側に5基、
 土壙・溝跡・建物として構成できなかったピット等は調査区全体に検出している。隅丸方
 形の環状溝跡(SD100)は北東側に確認している。

 遺物の出土は遺構の検出状況とほぼ同様であり、南東側を除く全域に認められる。井戸

 跡(SE11・14・15)、土壙(SK16・18・153・170)、溝跡(SD43・101・102)、ピット
 (EP660)から土器・木製品等が多く出土している。
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 2検出遺構

 本遺跡で検出された遺構は、建物跡4棟、井戸跡5基・土壙49基・溝跡121条・性格不明

 ピット多数である。建物跡として構成できたもの、井戸跡については遺構番号を付した順

 に記述する。土壙・溝跡については表一1にまとめ、ここでは遺構の概要と特徴のあるも

 のについて概述する。

 (1)建物跡

 SB1建物跡(第4・5図図版3)

 A区南側C区北側(12～14-14～16G〉に位置し、Ⅲ層上面で確認された。梁行2問、

 桁行5間を呈す。ただし、東側に2間分延びる可能性があり、桁行7間とも推定される。

 柱間距離、北面桁行2.4～3.5m・南面桁行2.5～3.4m・西面梁行2.5・3.4m・東面梁行2.4・

 3.4mを測る。桁行・梁行の間尺は若干異なるが各面の柱間はほぼ一定である。南北の主軸

 方向約N-7°一Eを測る。掘り方の平面形30～70㎝の円形・隅丸方形、深さ15～65㎝を呈

 す。覆土はF1～3層に分けられる。柱根はEB203・204・214に残存しており、EB205

 ～208・213にアタリが確認された。掘り方の土層断面によれば、地震等地下の変動により

 東西または西北西の方向に傾き(EB201～204・206・208・211～215西側・西北西側)・(E

 B205東側)が認められ横スベリの状況を呈する。遺物はEB201・202・204～210・212～

 214から土師器・須恵器・赤焼土器・磨石・石英が出土している。

 以上の出土遺物から、平安時代(10C前半)を推定される。

 SB2建物跡(第5図図版3)

 B区北側(17・18-10・11G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。梁行2間・桁行3問

 を呈し南北の建物跡である。柱間距離、梁行1.8～2.0m・桁行1.4～1.6ｍを測り、桁行より

 梁行柱間が若干長い。南北の主軸方向N-10°一Wを測る。掘り方の平面形は円形を呈し、

 径15～20㎝、深さ約20ｃｍを測り、柱根・アタリ・遺物の出土は認められない。覆土は黒褐

 色シルトの一層である。時期はSB1以降のもので平安時代(10C後半)と推定される。
 SB3建物跡(第6図図版4)

 C区北側(12・13-16・17G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。梁行2間・桁行2間

 を呈す。柱間距離、梁行2.3～2.9m・桁行2.7・2.8mを測り、桁行より梁行柱間が約30㎝

 短い。南北の主軸方向N-15°一Wを測る。掘り方の平面形は円形を呈し、径15～20㎝、深

 さ約20cmを測り、柱根・アタリは認められない。覆土は黒褐色シルトの1層である。遺物
 はEB228・230～233・236に赤焼土器が出土している。掘り方の規模・建物跡の方向等が

 類似するSB2と同時期の平安時代(10C後半)と推定される。
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 SB4建物跡(第6図図版4)

 D区北側(19・20-16～18G)に位置し、m層上面で確認された。梁行2間、桁行2間

 を呈す。柱間距離、北側桁行EB493・497・547は西から2.3m・2.8m、南面桁行EB550

 ～552は西から2.6m・2.1m、西側梁行EB493・548・550は北から2.4m・2.1m、南面梁

 行EB547・549・552は北から2.Om・2.1mを測る。掘り方は径14～24cm・深さ6～8cmの

 円形を呈す。柱根・アタリは認められない。遺物は須恵器・赤焼土器が出土している。時

 期は平安時代(10C後半)と推定される。



 (2)井戸跡

 検出された井戸跡は5基を数える。A・C・D区と調査区の南西側で検出している。平

 面形は検出面で円形・楕円形を呈し、掘り込みはほぼ垂直である。井戸跡は井桁に組み込

 んだものと、横桟の外側に縦板を付設しているもの、丸木舟の舟首と舟尾とを切り落とし

 転用したものを合わせたものや、井戸枠は確認していないもの等がある。

 以下、各井戸跡毎に記述する。

 SE11井戸跡(第7図図版7)

 D区西側中央(16-18・19G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は南・南東側

 は不明であるが、楕円形を呈するものと考えられる。南東側は重複が認められ、SE12で

 切られている。掘り方の中心には大小2段の井桁に組み込んでいる。上部の規模、幅12～

 24㎝、長さ78～132cm、厚さ0.5～3cmを測り、各面2段の構造からなる。内法約180cmを測

 る。下部の規模、幅28～32cm、長さ74～75cm、厚さ2～4cmを測る。内法約120cmを測る。

 板材は柾目を使用し、材質は未詳ながら針葉樹と推定される。最上部の板材は風化が進み

 極めて薄く、下部の板材ほど遺存状況が良好である。掘り方は基底部より垂直に近い立ち

 上がりをもち、掘り方中央部から外側に蛮曲し、上面で若干開く。掘り方内の覆土は11層

 に分けられ、井桁内の覆土は4層からなる。F6層は火山灰と推定されるオリーブ灰色粘

 質土がレンズ状に入る。井桁内最下部と下部井桁の外側に径2㎝前後の礫を詰め込んでい

 る。遺物の出土はF6・7層であり、ほとんどがF7層である。赤焼土器十数点(墨書土

 器6点を含む)・木製品(鍬・浮子・板状木製品・不明木製品)数点、自然礫(10×20㎝)・

 摩石・石英が各々1点づつ出土している。出土遺物により、平安時代(10C前半)と推定

 される。

 SE12井戸跡(第8図図版10)

 D区西側中央(16-18・19G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は略円形を呈

 し、平面径1.4～1.6m、深さ約70cmを測る。掘り方は基底部が平坦で、東側が急傾斜で外

 反し、西側は底部より緩やかに立ち上がり掘り方中央部より急傾斜で開口部へ開く。北西

 側は重複が認められ、SE11を切っている。覆土は6層に分けられる。最下層(F6)黒

 褐色粘質土に灰色砂質土が混入しており火山灰と推定される。井桁・遺物等の検出は認め

 られない。井戸廃棄の際、取り除いたものと考えられる。遺物の出土は認められず未詳で

 あるが重複関係により、平安時代(10C前半以降)と推定される。

 SE13井戸跡(第8図)

 D区南西側(16-18G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は略円形を呈し、平

 面径2.2～2.56m、深さ約80cmを測る。掘り方は基底部が平坦で、南側が急傾斜、北側は掘
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 り方中央部まで急傾斜で立ち上がり開口部へと開く。覆土は8層に分けられる。F6層は

 黒褐色微砂質土にオリーブ灰色粘質が混入しており、SE11・12と同様に火山灰と推定さ

 れる。井桁等の板材は認められないが、三枚の板材を用い板材角辺を三角形に組み突き刺

 した状態の枠組材が検出している。板状の枠組材は井戸廃棄する際に祭司的な役割を果た

 したものと考えられる。土器はF1・8層から、赤焼土器数点(墨書土器1点を含む)出

 土している。出土遺物により、平安時代(10C前半)と推定される。

 SE14井戸跡(第9図図版8)

 A区南東側(15-14・15G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は略円形を呈し、

 掘り方南東側に遺存状況の良好な井戸枠を検出している。井戸枠は径70㎝以上の大木を半

 裁し、刳り貫いた状態である。南東側で検出した井戸枠には一辺3.5cmの水板穴が確認され

 た。舟の転用材を使用したものと考えられる。丸木舟の舟首と舟尾を切り落とし、半分に

 したものを合わせている。切り落としの径が短方を北西側に、それを包み込むように約10

 cm重ね合わせている。切り落としの径が短方を北西側に、それを包み込むようやと約10cm重
 ね合わせた状態で、若干ではあるが東側に傾いて検出している。遺物は掘り方F2層上・

 井戸枠内F3・6層より赤焼土器・斎串・棒状木製品・板状木製品が各々数点出土してい

 る。掘り方は西側が基底部より中央部まで急な立ち上がりをもち、緩やかに開口部へと開

 く。東側は基底部より中央部まで西側と同じであるが、中程上部で外湾し再び西側に内湾

 する。建物跡柱穴と同様、地下の変動により、掘り方と井戸枠の横スベリが推定される。

 出土遺物により平安時代(10C頃)と推定される。

 SE15井戸跡(第10図図版9)

 C区南側(10-16G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は不整形を呈す。掘り

 方東側に井桁に縦板を構造している井戸枠が検出している。井桁規模、幅18～24cm・長さ

 90～130cm・厚さ0.5～2cmを測り、2・3段の構造からなる。井桁の平面形は、SE11・

 14同様地下の変動あるいは、土圧によるものか捻じれて菱形を呈する。井桁外側四方角に

 細木を打ち込んでいる。縦板は2・3板重ねて構造しており、下部は全て平坦で打ち込ま

 れたものではない。上部は風化が著しい。縦板上部東・西側に桟(細木)を用いている内

 法120cmを測る。横板・縦板ともに柾目を使用し、材質は未詳ながら針葉樹と推定される。

 掘り方の覆土は8層に分けられ、井桁内の覆土は2層からなる。遺物の出土はF6であり、

 赤焼土器数点・自然礫(16×30cm)1点出土している。自然礫はSE11でも1点出土して

 おり井戸廃棄後に祭司的な意味を持つものとも推定される。掘り方は基底部は平坦、東側

 はほぼ垂直な立ち上がり、西側は急傾斜である。出土遺物により平安時代(10C頃)と推

 定される。
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 (3)土壙

 土壙と柱穴の区分は、検出面で平面形1m以上を測る遺構を土壙と限定した(SK16を

 除く。)遺構として登録されたものは49基を数える。調査区全体に検出しているが、平面形・

 深さ等比較的大きなものは、調査区南側C・D区に多く分布している。平面形は円形・略

 円形・楕円形・不整形があり、円形・楕円形のものが多い。全体的な規模は平面形LO1～

 4.70m・深さ12～90cmを測り、径約120cmの土壙が多く検出している。

 土壙の全てに認められたものでないが、土層断面によれば比較的深い土壙には井戸跡・

 柱穴と同様、地下の変動により東西の方向へ掘り方の傾き、あるいは土層が入り組んでい

 るのが認められた(SK155・159・180)。SK16(第11図)からほぼ完形の赤焼土器皿30

 点・甕片1点が出土している。坏は口径・器高ともに小ぶりであり、祭司用に使用した後、

 一括廃棄したものど推定される。SK19(17・18-12G)の底部から棒状木製品が数点出

 土している。









 (4)溝跡

 検出された漆跡は121条を数える。大別すると3種類に分けられる。礎北方向(南北)と

 ほぼ同一に走るタイプ(幅20～30cm・深さ約15㎝)、磁北方向と直交し東西に走るタイプ(幅

 約1.5m・深さ約30㎝)、平面形が環状しているタイプである。

 以下代表的な溝跡について概述する。

 SD100溝跡(第15図図版12)

 B区南側(19～21-12～15G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形が北東・北西

 側は隅丸の方形、南側は半円形を呈し、環状している。確認面で幅20～30cm・深さ8～12

 ㎝・環状の幅(溝跡外側)で東西約10cm・南北約11㎝を測る。覆土は黒褐色シルトの1層

 で、遺物の出土は認められない。時期は10C前半と推定される。溝跡内側から柱穴が多数

 検出しており、その内14基の横スベリが確認された。建物跡を構成しうる可能性として、

 平面形が六角形の組み合せが想定できる柱穴を確認している。

 SD43溝跡(第16図図版13)

 A区南側・C区北側(13・14-15・16)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。幅27～43cm・

 深さ約30cmを測る。磁北にほぼ直交し、南側で2又に別れSD39・40となり、北側はSB

 1の中央で切れる。覆土は2層になっている。ただし場所によって土色は異なる。遺物は、



 RP58・59・80～85が出土している。時期は10C後半から11C前半と推定される。

 SD22溝跡(第16図図版13)

 C区南西(10-20・21G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。幅20～32cm・深さ約20cm

 を測る。南側で重複が認められ、SD142を切っている。覆土は1層で、遺物(赤焼土器)

 が若干出土している。時期はSB2～4と同方向であることから10C後半と推定される。

 SD92溝跡(第16図)

 B区中央(16～21-11～13G)に位置し、Ⅲ層上面で確認された。幅1.1～2.0m・深さ

 約30cmを測る。磁北にほぼ直交し、西側がSD101・102切られている。覆土は2層で遺物

 が下層で出土している。時期は出土遺物より9C未～10C頃と推定される。







 3出土遺物

 (1)土器(第18～26図表一2図版15～19)

 出土総数は、41,645点。数え、うち完形土器及び復元等による実測可能な土器の大部分

 は、井戸跡・土壙及び溝跡等の遺構内出土のものである。土器総数の割合は、土師器

 6.2%、須恵器7.8%、赤焼土器86.0%である。出土数の多いのは供膳形態の坏で、各割合

 は土師器7.7%、須恵器5.6%、赤焼土器86.7%であり、どちらも赤焼土器が圧倒的に多い

 状況である。図示した各土器の概要については表一2にまとめ、ここでは各種別に多い割

 合をもつ坏及び一括土器等について述べる。

 土師器は、ヘラミガキを行い内面及び両面黒色処理の坏や高台付坏である。内黒平底の

 ものは、大きさにより3つに分けられる。1類:口径13cm・器高4.5cm大で、口径に比して

 器高の低い小形のもの(1～6・8・12)。2類:口径13cm・器高6cm前後のもの(7・

 9)。3類:口径17cm・器高8.7㎝大の大形のもの(14)である。高台付坏は、内黒でやや

 高い高台をもち、丸みをもつ体部から口縁部が少し外反するもの(13)や、両黒のものが

 ある。出土数は、少ない。また、ごく僅かであるが底部に放射状のナデを行うものもみと

 められる(16-10G)。

 須恵器は、坏・高台付坏・蓋・皿・壷・甕の器種があり、中でも圷が全体の53%を越え

 る割合をしめる。

 坏(A)は、底部切り離しが回転ヘラ切りと糸切り離しによるものがあり、A1類:口

 径13cm・器高3.5cm前後で、底部回転ヘラ切り離しによるもの(18・19・21・22)。A2類:

 図示したのは1点のみであるが、器高4.5cmと1類よりも高く、口径に比して底径が小さい

 土器(20)。切り離しは回転糸切り離しである。

 高台付坏(B)は、B1類:底部から強く弯曲して立ち上がる土器(25～27)。B2類:

 直線的に立ち上がる体部で、口径に比して器高の高い土器(28)である。

 赤焼土器は、坏・高台付坏・蓋・皿・塙・壺?・甕・羽釜・甑?の器種があり、うち坏

 は75%を越える割合である。ロクロ成形によるもので、体部がほぼ直線的に立ち上がる器

 形を呈する。底部は回転糸切り離し無調整である。但し、数点回転ヘラ切り離しと考えら

 れるものがみとめられた。図示した土器の回転方向は、大半が右方向であるが、左回転(44・

 59・73)も若干みとめられる。

 次に口径と器高比を基準にみると、3つのグループに分けられる。1類:口径10.9～12.2

 cm・器高2.9～3.2cmで、浅く皿形に近い小形の土器である。EB660からの一括出土である

 (93～95・108・109)。2類:口径12.0～13.6㎝・器高3.6～5.8cmで、やや器高の幅が大き

 いが出土数の多いグループである。(42～48・50・52・54～67・70・71・73～80・86～90・
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 92～104・106・107・111・112・114)。3類:口径14.5～15.6㎝・器高5.5～6.6cmで、全体

 に法量の大きい土器である。図はSE11(49・51・53)及びSK154(115)からの出土で

 ある。

 SK16出土土器(120～149)は、小形の赤焼土器皿で、30枚一括確認である。大きさは、

 口径9.8～11.3cm・器高2.3～3.4cmとまとまっている。口径が坏1類より少し小さいが、ほ

 ぼ同類と考えられる器形である。どちらもピット及び土坏からの同一器形一括出土であり、

 祭祀に関連する1群と思われる。

 (2)墨書土器(第18～24図表一2図版15・17・18)

 出土数は、78点である。赤焼土器が74.3%と最も多く、土師器18.0%・須恵器7.7%の割合

 である。器種は、大半が坏である。小破片が多く、判読できたのは18点である。文字は「實」

 7点、「　」4点、「人」4点、「寺」1点、「戸」1点、「山」1点である(註1)SE11か

 らは「實」、「　」、「人」、「寺」の土器が確認された。

 なお、須恵器坏(38)「川」及び高台付坏(26)「×」の線刻がみとめられた。

 (3)陶器(第17図表一2図版16)

 緑釉・灰釉陶器、中世陶器と考えられる須恵器系の擂鉢、瓦器等である。出土数は、数

 点のみである。図示したのは17のみであるが、緑釉陶器(14-10G・17-20G)は猿投折戸

 53号窯式(10C後半)灰釉陶器(17)は、口縁部が緩やかに外反する椀で、東濃丸石一2窯式

 (11C中～後半)に併行する。(SD58)は、時期不明(鎌倉期?)が考えられる。(註2)。

 (4)土製品・石製品(第17図表一2図版19)

 土錘・紡錘車・フイゴ羽口・石英原石・磨石である。うち、土錘は孔の断面に縄目状の

 凹凸をもつものがあり、製作の違いがみとめられる。

 (5)木製品(第27図表一2図版20)

 斎串・鍬・浮子・用途不明木製品に分けられる。形態は、表記する。SE11(4～6)

 及びSE14(1～3)内出土である。































 Ⅲ下長橋遺跡

 1遺跡の概観

 本遺跡は、山形県遊佐町大字小原田村西他に所在する。この

 一帯は、月光川左岸に広がる沖積地で、その中に隣接する形で

 数多くの遺跡が分布する(第1図)。遺跡は、JR羽越本線遊佐

 駅の南へ約800m、下長橋地区西側の水田に位置し、標高は約11

 mを測る。北に位置する小深田遺跡からは約1㎞、東に位置す

 る浮橋遺跡からは約500mの距離である。

 ここに昭和62年度から県営ほ場整備事業・月光川左岸地区が

 実施されることになり、同年に分布調査及び緊急調査が行われ

 た。その結果、東西300m・南北450mの遺跡範囲内等が考えら

 れ、それを基に関係機関と協議を重ね、今回その63年度排水路

 工事にかかる区域について緊急発掘調査を実施することとなっ

 たものである。今年度は、県道遊佐(停)藤崎線八走踏切除去

 工事、県営かんがい排水事業・月光川地区にかかる調査も行わ

 れた。

 便宜上、昭和62年度調査を第1次、同63年度県道分を第2次、

 同県かん排分を第3次(Bトレンチ)、今回を第4次調査(A・

 Cトレンチ)と区分する。

 調査は、重機を用い事業区域内に幅3m・長さ70mのトレン

 チを2本入れて行い、粗掘り後、順次面削りでトレンチを掘り

 進め遺構・遺物の確認、その位置確認や遺構覆土精査及び写真

 記録等を行いながら調査を進めて行った。記録については、隣

 接する調査区(第2・3次調査)との位置関係が相互に把握で

 きるように、グリッド杭及び基準杭の配置関係を確認した。

 遺跡の層序は、Aトレンチでは5つ、Cトレンチでは4つに分

 けられる。遺構・遺物の確認はAトレンチがV層上面、Bトレン

 チがIV層上面である。両トレンチ間の層位は、未確認である。

 遺構・遺物については、Aトレンチ検出がほとんどであるが全

 体に確認数は少ない。出土遺物も、大部分がSD内出土である。





 2遺構と遺物

 確認した遺構はピット24・土壙1・溝跡6、性格不明遺構3である。ピットは、Aトレ

 ンチ中央及び東側に分布するが、掘立柱建物跡を想定する柱並びは確認できなかった。S

 K1は、セクション西側にレンズの層が続き、自然層の可能性が考えられる。SD6は、

 Aトレンチを斜めに北西方向に横断する。SD6・7検出状態の重複関係からSD7←S

 D6の新旧がたどれる。出土遺物は、今回の調査区内では比較的多く土器片・箸等である。

 SD13は、Aトレンチ西側に位置する。SD14との重複は、SD13←14の新旧状況である。

 下駄・箸・杓子・傘等の木製品、針金等の出土遺物の内容から、耕地整理(昭和22年)以

 前の旧河川(八ツ面川)の流路跡が考えられる。

 出土遺物は、整理箱約3箱と、全体に少ない。土器の種別は、土師器・須恵器・赤焼土

 器で、うち赤焼土器が最も多い。土師器は、坏ないし高台付坏である。内面黒色処理と両

 面のものがある。赤焼土器は、墳・甕・鉢・堝である。坏は、底部回転糸切り離し無調整

 によるものである。甕は、底部平底のものと、丸底(体部片からの推定)で体部不半にタ

 タキを行うものがある。須恵器は、SD6出土の坏で、底部切り離しは、回転ヘラ切りと

 糸切り無調整のものがある。遺構との関連では時期的には、赤焼土器坏を含む遺物の内容

 から平安時代(10C代頃)が考えられる。







 Ⅳまとめ

 浮橋遺跡発掘面積は、3,600㎡である。柱穴では、SB1～4の掘立柱建物跡が確認でき

 た。井戸跡は、井桁のもの(SE11)、丸木舟を転用したもの(SE14)、縦板に横桟を組

 むもの(SE15)の3タイプがあるが、それぞれの新旧関係は確認できなかった。SK16

 とEB660は、皿ないし小形の坏が一括状態で出土し、祭祀的な様相がうかがえる遺構であ

 る。溝跡は、略円形を呈するSD100と調査区中央及び南西を北西方向にはしる溝跡群及び

 東西方向に延びるSD92がある。SD100は、内側に六角形の柱並びが想定でき、特殊な構

 造の建物跡が推定できる。方向性や重複状況から、SD92→北西方向溝跡群→SD100の順

 序が考えられる。さらに、北西方向溝跡群→SB1・SE14が考えられる。SB2～4は、

 溝跡群と向きが近く時期的な共通性も検討できるが、柱穴の規模や深さ等から、SB1よ

 りも後出の可能性がある。SE11・13及びSK181は、覆土内に火山灰と考えられる灰白色

 の堆積層がみとめられる。

 次に今回の調査で注目されるものに、地震によるものと考えられる横滑りの土層がある。

 それは、SD100からSB1の範囲に広がり、厳密な角度ではないが、ほぼ北西ないし西向

 きへずれと一部東向きの状況が観察できた。上記の祭祀遺構や火山灰及びこれと類似する

 様相が、本遺跡西側に位置する「下長橋遺跡」の第2次調査でも確認され、時期的関係等

 今後の比較検討が望まれる。

 時期は、土器の内容から平安時代(9C末～11C後半)が考えられ、平底の土師器坏や

 須恵器坏A2類及び赤焼土器坏2・3類の特徴から、10C前半頃が主体と思われる。

 下長橋遺跡発掘面積は、トレンチ調査の420㎡である。遺構は、Aトレンチから主に検出

 され、第2次調査区の方に分布する傾向を示す。建物跡等は、未検出であるが、今回の調

 査区は、遺跡の南側の範囲に位置する。遺物が比較的多かったのは、SD6である。前述

 の調査区への延長は、確認できなかった。

 時期は、SD6出土土器等から平安時代(10C頃)が考えられる。
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